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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
悪
魔
な
コ
ー
チ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
９
１
６
Ｇ

【
作
者
名
】

　
對
悠
狼

【
あ
ら
す
じ
】

　
聖
魔
学
園
中
等
部
１
年
の
詠
月
奨
≪
な
が
つ
き
し
ょ
う
≫
は
、
聖
魔
学
園
中

等
部
野
球
部
で
、
背
番
号
１
６
番
を
背
負
い
、
そ
れ
な
り
の
活
躍
を
見
せ
て
い

た
。
し
か
し
あ
る
日
、
奨
は
朝
練
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
コ
ー
チ
の

鎖
昏
蒐
一
≪
さ
く
ら
そ
う
い
ち
≫
は
、
遅
れ
て
き
た
罰
だ
と
言
っ
て
、
奨
の
身

体
を
欲
し
が
り
・
・
・
！
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Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
（
前
書
き
）

三
角
関
係
、
禁
断
の
恋
！

今
、
解
禁
！

こ
の
小
説
は
、
Ｂ
Ｌ
小
説
で
す
。

こ
の
小
説
に
は
、
ア
ダ
ル
ト
な
言
動
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
し
て
下
さ
い
。
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Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ

［
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ッ
・
・
・
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ッ
・
・
・
・
・
］

「
・
・
・
ん
ん
っ
。
な
ん
だ
ぁ
・
・
・
？
・
・
・
あ
ぁ
？
７
時
４
０
分
・
・
・
、

あ
ぁ
っ
！
！

寝
過
し
た
ぁ
～
！
朝
練
間
に
合
わ
ね
ー
！
」

そ
う
し
て
、
慌
て
て
ベ
ッ
ト
か
ら
飛
び
降
り
、
急
い
で
ジ
ャ
ー
ジ
に
着
替
え
た
。

そ
し
て
、
急
い
で
階
段
を
駆
け
降
り
た
。

「
か
ぁ
さ
ん
！
な
ん
で
起
こ
さ
な
い
ん
だ
よ
っ
！
」

「
な
に
言
っ
て
ん
の
よ
。
何
回
起
こ
し
て
も
起
き
な
か
っ
た
の
は
あ
ん
た
で
し

ょ
う
が
！
人
の
せ
い
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
」

「
起
き
な
い
な
ら
、
叩
い
て
で
も
起
こ
せ
よ
！
」

「
バ
カ
！
あ
た
し
は
、
あ
ん
た
も
年
頃
だ
か
ら
遠
慮
し
た
の
よ
。
あ
ん
た
だ
っ

て
、
見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
。
」

「
な
っ
・
・
・
、
ね
ぇ
よ
そ
ん
な
の
・
・
・
！
と
に
か
く
送
っ
て
っ
て
、
間
に

合
わ
な
い
！
」

「
は
い
は
い
。
早
く
車
乗
り
な
！
」

そ
う
し
て
俺
は
、
母
親
の
車
で
学
校
へ
向
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
分
後
、
俺
が
学
校
に
着
い
た
の
は
、
７
時
４
８
分
。
朝
練
開
始
時

間
か
ら
３
分
も
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
や
べ
～
よ
。
鎖
昏
先
生
に
怒
ら
れ
る
。
」

「
ほ
ら
早
く
い
き
な
。
こ
れ
以
上
遅
れ
た
く
な
い
だ
ろ
。
」

「
あ
あ
。
じ
ゃ
っ
、
行
っ
て
く
る
。
」

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

そ
う
し
て
俺
は
、
ほ
ぼ
全
力
疾
走
で
グ
ラ
ン
ド
へ
向
か
っ
た
。
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Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
（
後
書
き
）

三
角
関
係
に
禁
断
の
恋
！

波
乱
万
丈
な
奨
の
恋
が

今
、
は
じ
ま
っ
た
！

続
き
ど
う
ぞ
！
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第
１
章
：
矛
盾
と
決
心
（
前
書
き
）

部
活
に
遅
れ
た
奨
。

先
生
に
見
つ
か
り
、
放
課
後
の
呼
び
出
し
。

そ
こ
で
起
こ
っ
た
出
来
事
は
・
・
・
！

待
望
の
第
１
章
　
つ
い
に
解
禁
！
！

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
系
で
す
。
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第
１
章
：
矛
盾
と
決
心

「
は
ぁ
っ
は
ぁ
っ
・
・
・
。
良
か
っ
た
・
・
・
。
ま
だ
鎖
昏
先
生
来
て
な
い
・
・

・
。
」

「
誰
が
来
て
な
い
っ
て
？
」

「
え
！
？
」

俺
は
驚
き
、
慌
て
て
後
ろ
へ
振
り
返
っ
た
。

「
さ
っ
、
鎖
昏
先
生
っ
！
」

「
何
や
っ
て
ん
だ
、
奨
っ
！
朝
練
に
遅
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
！
」

「
す
っ
、
す
い
ま
せ
ん
！
寝
坊
し
て
し
ま
っ
て
。
」

「
寝
坊
だ
ぁ
？
朝
起
き
れ
な
く
な
る
ま
で
起
き
て
何
し
て
た
ん
だ
？
」

「
え
っ
！
そ
っ
そ
れ
は
そ
の
・
・
・
」

「
な
ん
だ
、
言
え
な
い
よ
う
な
こ
と
で
も
し
て
た
の
か
？
」

「
え
ぇ
っ
と
、
そ
の
・
・
・
。
誰
に
も
言
わ
な
い
で
下
さ
い
ね
・
・
・
。
」

「
ん
？
」

「
実
は
昨
日
の
夜
・
・
・
、
じ
、
自
慰
を
し
て
ま
し
た
・
・
・
。
」

「
！
じ
、
自
慰
だ
と
！
？
」

「
は
い
・
・
・
。
」

「
・
・
・
。
そ
う
か
。
も
ぅ
、
お
前
も
そ
ん
な
こ
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
・

・
・
。
」

「
す
い
ま
せ
ん
。
」

「
い
や
。
ま
ぁ
い
い
。
と
り
あ
え
ず
放
課
後
、
俺
の
と
こ
ろ
に
来
い
。
話
が
あ

る
。
」

「
は
い
。
」

「
じ
ゃ
ぁ
、
朝
練
し
ろ
。
」

「
は
い
っ
。
」

そ
れ
か
ら
俺
は
、
朝
練
を
し
て
、
い
つ
も
ど
う
り
の
学
園
生
活
を
お
く
っ
た
。
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そ
し
て
放
課
後
・
・
・

「
失
礼
し
ま
す
。
」

俺
は
、
鎖
昏
先
生
に
言
わ
れ
た
通
り
、
鎖
昏
先
生
専
用
の
部
屋
に
来
て
い
た
。

（
こ
の
学
園
で
は
、
先
生
一
人
に
つ
き
、
一
つ
の
部
屋
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

な
ん
で
も
つ
い
て
ま
す
。
）

「
鎖
昏
先
生
、
い
ま
す
か
？
奨
で
す
け
ど
。
」

返
事
は
無
か
っ
た
。

「
入
り
ま
す
よ
～
。
」

そ
う
言
っ
て
俺
は
、
部
屋
の
戸
を
閉
め
た
。

「
先
生
。
い
な
い
ん
で
す
か
？
」

そ
の
時
、
背
後
か
ら
鍵
が
か
か
る
音
が
し
た
。

「
え
っ
！
？
」

驚
い
た
俺
が
振
り
向
く
間
も
な
く
、
背
後
か
ら
誰
か
に
抱
き
つ
か
れ
た
。

「
ち
ょ
っ
！
鎖
昏
先
生
で
す
か
？
い
き
な
り
何
・
・
・
！
」

俺
の
言
葉
は
そ
こ
で
終
わ
っ
た
。

い
や
。
正
確
に
は
［
奪
わ
れ
た
］
。
俺
の
唇
と
共
に
、
そ
の
人
物
の
唇
に
。

「
ん
ん
っ
！
・
・
・
ん
。
」

い
き
な
り
の
口
付
け
に
驚
き
、
抵
抗
し
よ
う
と
足
掻
く
俺
の
、
見
開
か
れ
た
瞳

に
映
っ
た
顔
は
、

紛
れ
も
な
く
、
鎖
昏
先
生
の
も
の
だ
っ
た
。

流
石
に
息
苦
し
く
な
っ
た
俺
は
、
鎖
昏
先
生
の
肩
を
押
し
返
し
、
無
理
や
り
引

き
剥
が
し
た
。

「
は
ぁ
っ
、
は
ぁ
っ
・
・
・
。
な
ん
で
・
・
・
こ
ん
な
こ
と
い
き
な
り
・
・
・
。

」俺
が
そ
う
聞
く
と
、
鎖
昏
先
生
は
、
口
端
か
ら
漏
れ
た
、
俺
と
先
生
の
唾
液
を

舌
で
舐
め
取
り
こ
う
言
っ
た
。

「
な
ん
で
、
か
。
そ
う
だ
な
、
強
い
て
言
え
ば
、
朝
練
に
遅
れ
て
き
た
罰
だ
な
。

」「
え
？
罰
・
・
・
？
」
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聞
き
返
し
た
俺
を
見
て
、
先
生
は
微
笑
し
た
。

「
そ
う
だ
。
そ
れ
に
俺
は
、
お
前
の
身
体
が
欲
し
い
。
そ
れ
に
、
お
前
だ
っ
て

自
慰
を
す
る
く
ら
い

欲
求
不
満
だ
っ
た
ん
だ
ろ
。
だ
か
ら
、
丁
度
良
い
と
思
っ
て
な
。
」

「
え
っ
！
別
に
俺
は
そ
ん
な
・
・
・
！
」

「
ど
う
だ
か
な
？
だ
っ
た
ら
、
誰
を
思
っ
て
自
慰
を
し
た
？
お
前
に
だ
っ
て
、

恋
人
の
一
人
ぐ
ら
い
居
る
だ
ろ
？
］

「
そ
れ
は
・
・
・
。
じ
ゃ
ぁ
教
え
ま
す
よ
。
相
良
翔
瀏
≪
さ
が
ら
か
け
る
≫
で

す
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
・
・
・
。
」

「
相
良
翔
瀏
・
・
・
！
男
か
？
」

「
は
い
。
」

「
・
・
・
そ
う
か
。
お
前
も
ホ
モ
だ
っ
た
の
か
。
」

「
・
・
・
は
い
。
」

「
そ
れ
で
、
そ
い
つ
を
思
い
な
が
ら
ヤ
ッ
た
の
か
。
」

「
そ
う
で
す
・
・
・
。
」

「
な
ん
で
抱
い
て
も
ら
わ
な
い
ん
だ
？
」

「
だ
っ
て
・
・
・
、
抱
い
て
く
れ
な
ん
て
、
恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
！
」

「
・
・
・
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
だ
っ
た
ら
話
が
早
い
。
大
人
し
く
俺
に
抱
か
れ

ろ
！
」

「
は
ぁ
？
何
言
っ
て
ん
で
す
か
？
な
ん
で
そ
ん
な
・
・
・
。
」

「
な
ん
で
っ
て
そ
り
ゃ
ぁ
、
俺
は
お
前
が
欲
し
い
、
お
前
は
欲
求
不
満
。
こ
ん

な
二
人
が
い
た
ら
、
す
る
こ
と
は
一
つ
だ
ろ
。
」

「
そ
ん
な
・
・
・
、
無
理
や
り
過
ぎ
じ
ゃ
・
・
・
！
」

す
る
と
鎖
昏
先
生
は
、
ま
た
俺
の
言
葉
を
遮
っ
て
キ
ス
し
て
き
た
。

「
ん
ん
っ
！
や
ぁ
っ
・
・
・
だ
め
っ
・
・
・
ん
ん
っ
。
」

最
初
は
抵
抗
を
見
せ
て
い
た
俺
も
、
鎖
昏
先
生
の
う
ま
過
ぎ
る
キ
ス
に
、
思
わ

ず
甘
い
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

「
ん
ん
ぁ
・
・
・
、
さ
く
・
・
・
ら
、
せ
・
・
・
ん
せ
っ
・
・
・
。
は
ぁ
っ
・
・

・
。
」
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「
ふ
っ
、
可
愛
い
な
奨
。
こ
の
ま
ま
ヤ
ッ
て
も
い
い
か
？
」

「
え
？
・
・
・
は
・
・
い
。
」

「
え
っ
！
」

「
・
・
・
俺
を
、
抱
い
て
下
さ
い
！
！
」

俺
は
、
も
う
ど
う
に
で
も
な
れ
！
と
い
っ
た
感
じ
で
そ
う
言
い
、
鎖
昏
先
生
に

抱
き
つ
い
た
。

「
・
・
・
、
ま
っ
た
く
。
や
め
ろ
と
言
っ
た
り
、
抱
け
と
言
っ
た
り
、
優
柔
不

断
と
い
う
か
、
矛
盾
し
て
る
と
い
う
か
。
は
ぁ
・
・
・
。
」

鎖
昏
先
生
は
、
わ
ざ
と
ら
し
く
大
き
な
た
め
息
を
つ
い
て
か
ら
、
勢
い
よ
く
俺

を
抱
き
上
げ
た
。
そ
し
て
小
声
で
、
こ
う
言
っ
た
・
・
・
。

「
・
・
・
後
悔
す
ん
な
よ
、
奨
。
」

「
・
・
・
し
ま
せ
ん
よ
。
」

そ
う
し
て
、
俺
は
鎖
昏
先
生
の
腕
に
抱
え
ら
れ
な
が
ら
、
備
え
付
け
の
寝
室
へ

と
向
か
っ
た
・
・
・
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第
１
章
：
矛
盾
と
決
心
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

続
き
も
お
楽
し
み
に
。
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第
２
章
：
絶
頂
（
前
書
き
）

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
で
す
。

Ｈ
シ
ー
ン
で
す
。
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第
２
章
：
絶
頂

「
・
・
・
は
ぁ
っ
、
ん
く
っ
・
・
・
。
や
ぁ
・
・
・
ん
ん
。
」

俺
は
今
、
鎖
昏
先
生
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
い
る
。

あ
の
後
、
し
ば
ら
く
熱
い
口
づ
け
な
が
ら
、
互
い
の
衣
服
を
脱
が
せ
合
っ
た
。

そ
し
て
、
互
い
が
全
て
の
服
を
脱
が
せ
終
え
、
す
べ
て
が
露
わ
に
な
っ
た
時
、

そ
れ
ま
で
合
わ
せ
て
い
た

唇
を
離
し
、
一
度
見
つ
め
あ
っ
て
、
ベ
ッ
ド
に
身
を
う
ず
め
た
。

そ
し
て
今
、
俺
は
既
に
一
度
熱
を
解
放
し
た
自
分
の
モ
ノ
を
握
り
、
ほ
と
ん
ど

二
つ
折
り
の
状
態
で

鎖
昏
先
生
に
後
ろ
を
攻
め
ら
れ
て
い
た
。

「
気
持
ち
い
か
？
奨
。
」

「
・
・
・
は
ん
っ
・
・
・
き
・
・
・
も
ち
・
・
・
ん
ん
っ
。
」

俺
は
既
に
、
一
度
気
を
や
っ
た
こ
と
で
、
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
恥
ず
か
し
い
格
好

を
し
て
い
よ
う
と
、

気
に
は
な
ら
ず
に
、
素
直
に
声
を
あ
げ
感
じ
て
い
た
。

「
か
わ
い
い
な
、
奨
。
」

「
や
っ
・
・
・
だ
・
・
・
。
か
わ
い
・
・
・
っ
て
、
言
わ
な
い
・
・
・
で
く
だ

さ
い
・
・
・
鎖
昏
・
・
・
せ
ん
・
・
せ
・
・
・
。
」

「
鎖
昏
先
生
じ
ゃ
な
く
て
、
蒐
一
っ
て
呼
ん
で
く
れ
な
い
か
、
奨
。
」

「
・
・
・
そ
ぅ
・
・
・
い
、
ち
・
・
・
。
」

「
い
い
子
だ
、
奨
。
」

「
・
・
・
や
ぁ
ん
。
だ
っ
・
・
・
め
・
・
・
。
は
や
ぃ
ぃ
・
・
・
。
」

蒐
一
は
、
俺
の
後
ろ
に
入
れ
て
い
た
指
の
動
き
を
、
さ
ら
に
速
め
た
。

「
気
持
ち
い
だ
ろ
、
奨
。
」

「
う
・
・
・
ん
。
」

「
も
っ
と
硬
く
て
熱
い
モ
ノ
で
、
掻
き
回
さ
れ
た
く
な
い
か
？
」

「
え
っ
・
・
・
っ
！
」

そ
う
言
っ
た
直
後
、
蒐
一
は
指
を
引
き
抜
き
、
代
わ
り
に
自
ら
の
熱
く
滾
っ
た
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モ
ノ
を
差
し
入
れ
た
。

「
ひ
ん
っ
・
・
・
あ
ん
ん
っ
・
・
・
。
だ
・
・
・
め
ぇ
。
い
・
・
・
た
い
。
」

「
大
丈
夫
、
ゆ
っ
く
り
優
し
く
し
て
や
る
か
ら
。
少
し
だ
け
我
慢
し
ろ
。
痛
い

の
は
最
初
だ
け
だ
。

先
端
の
ヒ
ダ
を
過
ぎ
れ
ば
、
あ
と
は
滑
る
よ
う
に
入
っ
て
行
く
か
ら
、
安
心
し

ろ
。
」

「
で
っ
・
・
・
も
・
・
・
。
」

「
俺
を
信
じ
ろ
、
奨
。
」

そ
う
言
う
と
蒐
一
は
、
そ
っ
と
身
体
を
倒
し
、
俺
の
耳
元
で
小
さ
く
囁
い
た
。

「
す
ぐ
に
気
持
ち
良
く
し
て
や
る
。
・
・
・
愛
し
て
る
、
奨
。
」

「
え
？
・
・
・
っ
あ
！
」

言
い
終
わ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
モ
ノ
を
勢
い
よ
く
押
し
込
ん
だ
。

「
や
ぁ
ぁ
っ
！
」

「
・
・
・
く
っ
。
」

［
ズ
ブ
ン
ッ
・
・
・
］

「
あ
ぁ
ん
っ
・
・
・
。
」

先
端
の
ヒ
ダ
が
入
っ
た
衝
撃
で
、
俺
は
再
び
の
熱
を
解
き
放
っ
た
。

「
は
ぁ
は
ぁ
・
・
・
。
」

「
大
丈
夫
か
、
奨
。
」

「
う
ん
・
・
・
。
」

俺
が
そ
う
答
え
る
と
、
蒐
一
は
小
さ
く
フ
ッ
と
笑
い
、
途
中
ま
で
入
っ
て
い
た

モ
ノ
を
、
一
気
に
差
し
入
れ

激
し
く
動
か
し
た
。

「
や
ぁ
っ
・
・
・
は
や
・
・
・
い
。
も
っ
と
・
・
・
ゆ
っ
く
、
り
・
・
・
。
」

「
ん
？
だ
め
だ
、
も
う
我
慢
で
き
な
い
か
ら
な
。
」

「
そ
ん
な
ぁ
・
・
・
ひ
ど
・
・
・
い
。
」

「
・
・
・
い
や
か
？
」

そ
う
聞
か
れ
た
俺
は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
罪
悪
感
に
襲
わ
れ
た
気
が
し
た
。

「
・
・
・
い
や
・
・
・
じ
ゃ
な
い
。
」

「
そ
う
か
、
よ
か
っ
た
・
・
・
・
。
」
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俺
が
答
え
る
と
、
蒐
一
は
、
心
の
底
か
ら
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
た
。

（
ド
キ
ッ
・
・
・
！
）

俺
は
、
そ
の
時
の
蒐
一
の
顔
を
見
て
、
な
ぜ
か
ド
キ
ッ
と
し
て
し
ま
い
、
無
意

識
に
蒐
一
の
顔
を
抱
き
よ
せ
、

そ
っ
と
囁
い
て
い
た
。

「
・
・
・
入
れ
て
、
蒐
一
。
・
・
・
中
で
、
出
し
て
。
」

「
！
・
・
・
ほ
ん
と
に
、
い
い
ん
だ
な
？
」

「
・
・
・
う
ん
。
」

俺
が
そ
う
答
え
る
と
、
蒐
一
は
、
一
つ
口
づ
け
る
と
、
再
び
動
き
出
し
た
。

「
ぅ
ん
・
・
あ
ぁ
っ
。
す
・
・
ご
い
。
・
・
・
も
っ
と
・
・
・
。
」

「
は
ぁ
っ
は
ぁ
っ
・
・
・
。
」

俺
と
蒐
一
は
、
少
し
ず
つ
、
絶
頂
へ
向
け
て
昇
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
・
・
・
［
ド
ク
ン
ッ
・
・
・
］
［
ビ
ュ
ル
ッ
・
・
・
］

「
あ
ぁ
ぁ
ぁ
・
・
・
・
！
」

「
ん
く
っ
・
・
・
！
」

俺
た
ち
は
・
・
・

絶
頂
を
迎
え
た
・
・
・
。
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第
２
章
：
絶
頂
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

次
話
も
お
楽
し
み
に
！
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第
３
章
：
禁
断
（
前
書
き
）

蒐
一
と
ヤ
ッ
て
し
ま
っ
た
奨
。

目
が
覚
め
た
２
人
は
・
・
・
！

第
３
章
　
解
禁
！

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
で
す
。
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第
３
章
：
禁
断

「
・
・
・
・
ん
ん
？
・
・
・
こ
こ
・
・
は
？
・
・
・
ん
ん
っ
！
」

起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
と
、
下
半
身
に
鈍
い
痛
み
を
覚
え
た
。

何
か
と
思
い
、
目
を
や
る
と
、
そ
こ
に
は
、
自
分
の
後
ろ
が
、
太
い
モ
ノ
で
貫

か
れ
て
い
る
の
が
目
に
と
ま
っ
た
。

（
あ
ぁ
、
そ
う
か
俺
た
ち
・
・
・
）

そ
う
思
い
横
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
、
静
か
に
寝
息
を
つ
い
て
い
る
、
蒐
一
の

姿
が
あ
っ
た
。

「
ヤ
っ
た
ん
だ
よ
・
・
な
・
・
・
。
」

「
後
悔
し
て
る
の
か
？
奨
。
」

「
！
起
き
て
た
の
か
？
」

「
あ
ぁ
。
・
・
・
で
、
後
悔
し
て
る
の
か
？
」

「
・
・
・
し
て
ね
ぇ
よ
、
す
る
わ
け
・
・
・
ね
ぇ
ー
だ
ろ
！
」

そ
う
言
っ
た
俺
は
、
そ
の
ま
ま
蒐
一
に
軽
い
キ
ス
を
し
た
。

「
む
し
ろ
・
・
・
し
て
良
か
っ
た
。
」

「
・
・
・
奨
。
・
・
・
あ
ぁ
、
俺
も
お
前
と
で
き
て
よ
か
っ
た
よ
、
奨
。

楽
し
か
っ
た
。
」

「
う
ん
。
俺
も
、
気
持
ち
良
か
っ
た
。
」

そ
う
言
っ
た
後
、
俺
た
ち
は
、
互
い
に
キ
ス
を
求
め
、
最
初
は
触
れ
る
だ
け
の

キ
ス
も
、
回
数
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
深
く
、
よ
り
甘
い
も
の
へ
と
か
わ
っ
て

い
っ
た
。

「
ん
っ
、
は
ぁ
・
・
・
。
ね
ぇ
、
蒐
一
・
・
・
。
」

「
ん
ん
？
な
ん
だ
？
」

「
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
・
・
・
も
う
一
回
、
し
て
く
れ
な
い
？
」

「
！
・
・
・
何
言
っ
て
ん
だ
。
」

「
え
？
」

「
も
う
一
回
ど
こ
ろ
か
、
毎
日
だ
っ
て
ヤ
り
た
い
ぞ
、
俺
は
・
・
・
。
」

「
！
ほ
ん
と
？
」
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「
あ
ぁ
、
ほ
ん
と
だ
。
」

「
よ
か
っ
た
～
。
」

俺
が
笑
う
と
、
蒐
一
は
、
俺
の
顎
を
つ
か
ん
で
自
分
の
ほ
う
に
向
か
せ
、
そ
の

ま
ま
そ
っ
と
押
し
倒
し
、

自
分
の
唇
を
俺
の
そ
れ
に
重
ね
た
。

俺
は
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
、
彼
の
舌
を
受
け
入
れ
た
。

そ
う
し
て
俺
た
ち
は
・
・
・

禁
断
の
愛
を
交
わ
し
た
・
・
・
。
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第
３
章
：
禁
断
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

ま
た
ど
う
ぞ
。
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第
４
章
：
嫌
な
奴
・
・
・
（
前
書
き
）

蒐
一
と
愛
を
交
わ
し
、
家
に
帰
っ
た
奨
。

風
呂
で
見
た
自
分
の
身
体
に
は
・
・
・
！

第
４
章
　
解
禁
！

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
で
す
。
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第
４
章
：
嫌
な
奴
・
・
・

「
た
だ
い
ま
～
。
」

「
お
か
え
り
、
奨
。
今
日
は
少
し
遅
か
っ
た
わ
ね
。
」

「
え
っ
・
・
・
あ
、
ぅ
ん
、
ち
ょ
っ
と
長
く
な
っ
て
さ
。
」

「
そ
っ
、
ご
飯
で
き
て
る
け
ど
、
先
に
お
風
呂
入
る
？
」

「
あ
ぁ
、
う
ん
そ
う
す
る
。
」

そ
う
言
っ
て
俺
は
、
階
段
を
駆
け
上
が
り
、
風
呂
の
準
備
を
し
て
、
浴
室
へ
向

か
っ
た
。

［
チ
ャ
プ
ン
ッ
・
・
・
］

「
・
・
・
ふ
ぅ
。
な
ん
か
、
い
つ
も
よ
り
、
疲
れ
た
な
ぁ
・
・
・
。
」

俺
ん
家
の
風
呂
は
、
自
慢
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
そ
れ
な
り
に
広
い
。

お
湯
の
温
度
は
、
決
ま
っ
て
４
５
度
。
（
じ
ゃ
な
い
と
、
男
ど
も
が
拗
ね
る
か

ら
・
・
・
）

ゆ
っ
く
り
鼻
の
あ
た
り
ま
で
浸
か
っ
て
、
ふ
と
、
俺
は
気
付
い
た
。

自
分
の
身
体
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
無
数
の
赤
い
斑
点
が
つ
い
て
い
る
こ
と
に
。

「
ん
？
な
ん
だ
こ
れ
・
・
・
、
あ
っ
！
」

そ
の
時
、
俺
の
頭
に
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｘ
を
し
て
い
る
と
き
、
時
折
蒐
一
が
、
俺
の
身

体
の
あ
ち
こ
ち
に
、
軽
く
吸
い
つ
い
て
は
離
し
を
、
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
た

か
ら
、
不
思
議
で
何
を
し
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
た
ら
、
短
く
一
つ
、
「
キ
ス

マ
―
ク
！
」
と
言
っ
て
い
た
、
蒐
一
の
顔
が
浮
か
ん
で
い
た
。

「
・
・
・
く
っ
っ
っ
そ
～
。
蒐
一
の
野
郎
～
！
こ
ん
な
に
つ
け
や
が
っ
て
ぇ
～

！
覚
え
て
ろ
よ
～
！
」

そ
う
言
っ
て
俺
は
、
頭
ま
で
、
勢
い
よ
く
湯
船
に
突
っ
込
ん
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
、
風
呂
か
ら
あ
が
っ
た
俺
は
、
さ
さ
っ
と
飯
を
食
っ
て
、
急
い

で
自
室
へ
向
か
っ
た
。

「
糞
野
郎
～
！
ケ
ツ
に
ま
で
つ
け
や
が
っ
た
・
・
・
。
」
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そ
う
言
い
な
が
ら
俺
は
、
黙
々
と
宿
題
を
や
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
宿
題
の
終
わ
っ
た
俺
は
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
、
自
分
の

モ
ノ
を
握
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
ん
っ
。
ぁ
ふ
っ
・
・
・
、
ん
ん
っ
・
・
・
ぁ
っ
！
」

［
ビ
ュ
ク
ッ
］

「
は
ぁ
は
ぁ
・
・
・
。
き
も
ち
っ
・
・
・
。
」

俺
は
、
起
き
上
が
り
、
今
出
た
ば
か
り
の
僅
か
に
白
濁
し
た
自
分
の
体
液
を
見

て
、
少
し
驚
い
た
。

「
う
わ
っ
！
す
っ
ご
い
量
！
」

手
の
ひ
ら
い
っ
ぱ
い
の
精
液
を
、
丁
寧
に
拭
き
取
り
、
自
分
の
モ
ノ
も
拭
い
て

か
ら
、
改
め
て
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
。

「
は
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
疲
れ
た
な
～
。
今
日
は
早
く
寝
よ
。
」

目
を
瞑
る
と
、
俺
は
、
す
ぐ
に
眠
り
に
つ
い
た
。

俺
の
そ
の
日
の
夢
は
・
・
・

ま
ぁ
、
言
う
ま
で
も
な
い
と
思
う
か
ら
い
い
か
な
・
・
・
。
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第
４
章
：
嫌
な
奴
・
・
・
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？

ま
た
ど
う
ぞ
！
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第
５
章
：
危
機
（
前
書
き
）

前
日
の
こ
と
を
、
気
に
し
て
い
た
奨
。

帰
り
に
、
恋
人
の
翔
瀏
に
呼
び
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
後
が
気
に
な
る
第
５
章
　
解
禁
！

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
で
す
。
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第
５
章
：
危
機

「
・
・
・
は
ぁ
。
」

「
・
・
・
ぅ
、
・
・
う
。
・
・
・
奨
っ
！
」

「
お
っ
！
な
っ
な
ん
だ
よ
？
」

「
な
ん
だ
よ
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
！
さ
っ
き
か
ら
呼
ん
で
る
の
に
、
お
前
ぼ
ー
っ
と

し
て
る
ん
だ
も
ん
。
」

「
え
っ
？
あ
ぁ
、
ご
め
ん
、
何
？
」

「
何
じ
ゃ
な
い
よ
。
ど
う
し
た
ん
だ
よ
？
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と
た
め
息
ば
っ
か

つ
い
て
。
何
か
あ
っ
た
の
か
？
」

「
え
っ
、
ぁ
あ
う
ん
、
ま
ぁ
ち
ょ
っ
と
な
・
・
・
。
」

「
？
・
・
・
ち
ょ
っ
と
っ
て
な
ん
だ
よ
？
言
っ
て
み
ろ
よ
、
聞
い
て
や
る
か
ら
。

」「
い
や
、
い
い
ん
だ
。
お
前
に
は
、
関
係
な
い
こ
と
だ
し
な
。
」

「
関
係
な
く
な
い
だ
ろ
。
」

「
な
ん
で
？
」

「
な
ん
で
っ
て
、
ダ
チ
だ
ろ
、
俺
た
ち
。
」

「
ダ
チ
・
・
・
。
」

「
そ
う
だ
よ
、
ダ
チ
だ
よ
！
な
っ
！
」

「
・
・
・
あ
ぁ
、
そ
う
だ
っ
た
な
・
・
・
。
」

今
俺
が
話
し
て
る
の
は
、
隣
の
席
の
女
、
神
海
昇
≪
こ
う
み
ま
い
≫
だ
。

こ
い
つ
は
女
だ
が
、
自
分
の
こ
と
を
〈
俺
〉
と
言
っ
た
り
、
異
常
な
ほ
ど
に
男

と
仲
が
良
か
っ
た
り
、

態
度
や
言
葉
遣
い
が
男
っ
ぽ
か
っ
た
り
、
と
に
か
く
、
全
体
的
に
男
っ
ぽ
い
！

だ
か
ら
俺
は
、
こ
い
つ
の
こ
と
は
、
女
子
で
は
な
く
、
女
と
言
っ
た
ん
だ
。

ど
ん
な
感
じ
が
違
う
の
か
解
ら
な
い
け
ど
、
と
も
か
く
、
こ
い
つ
は
女
だ
！

で
、
い
つ
も
、
俺
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
た
り
、
色
々
と
や
っ
て
く
れ
た

り
す
る
。
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一
言
で
い
え
ば
、
『
い
い
や
つ
』
だ
。

「
な
ぁ
、
奨
。
話
し
て
み
ろ
よ
。
」

「
・
・
・
じ
ゃ
ぁ
、
秘
密
だ
ぞ
。
」

「
お
ぅ
っ
！
」

そ
し
て
俺
は
、
蒐
一
と
の
出
来
事
を
、
全
て
包
み
隠
さ
ず
話
し
た
。

す
る
と
、
昇
は
・
・
・
。

「
・
・
・
ふ
～
ん
。
そ
れ
で
？
」

「
そ
っ
、
そ
れ
で
っ
て
・
・
・
そ
れ
だ
け
？
」

「
だ
っ
て
別
に
い
い
じ
ゃ
ん
か
、
悪
い
こ
と
し
て
る
わ
け
で
も
な
い
し
。
」

「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
け
ど
、
気
持
ち
悪
い
だ
ろ
。
」

「
別
に
。
だ
っ
て
、
過
ぎ
た
こ
と
は
も
う
、
ど
う
に
も
で
き
な
い
だ
ろ
？
そ
れ

に
、
好
き
っ
て
気
持
ち
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
だ
か
ら
、
仕
方
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
？
」

「
で
も
俺
、
付
き
合
っ
て
る
の
に
・
・
・
。
」

「
そ
れ
は
そ
れ
じ
ゃ
ん
！
」

「
・
・
・
は
ぁ
。
も
う
い
い
よ
、
わ
か
っ
た
、
あ
り
が
と
。
」

こ
い
つ
は
こ
う
い
う
や
つ
だ
か
ら
、
な
に
を
言
っ
て
も
無
駄
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
俺
は
、
な
ん
だ
か
気
が
楽
に
な
っ
た
気
が
し
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
こ
の
日
は
、
少
し
軽
い
気
分
で
授
業
を
受
け
た
。

そ
し
て
、
放
課
後
。

部
活
に
行
こ
う
と
し
た
俺
を
引
き
止
め
る
声
が
あ
っ
た
。

「
奨
っ
！
」

「
ん
？
あ
っ
、
翔
瀏
。
」
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「
ち
ょ
っ
と
さ
、
話
あ
ん
だ
け
ど
、
い
い
？
」

「
え
っ
！
あ
ぁ
、
う
ん
・
・
・
。
」

そ
し
て
俺
た
ち
は
、
、
少
し
気
ま
ず
い
空
気
で
、

校
内
に
あ
る
、
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
（
映
画
や
ビ
デ
オ
を
見
る
と
こ
ろ
）
へ

向
か
っ
た
・
・
・
。
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第
５
章
：
危
機
（
後
書
き
）

こ
の
後
が
、

大
変
！
！
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第
６
章
：
そ
ば
に
い
て
・
・
・
（
前
書
き
）

翔
瀏
と
共
に
、
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
へ
来
た
奨
。

そ
こ
で
明
か
さ
れ
る
真
実
・
・
・
！
？

そ
し
て
、
揺
れ
動
く
互
い
へ
の
想
い
・
・
・
。

第
６
章
　
つ
い
に
解
禁
！

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
で
す
。
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第
６
章
：
そ
ば
に
い
て
・
・
・

「
・
・
・
！
い
っ
、
い
ま
な
ん
て
・
・
・
？
」

「
抱
か
せ
ろ
っ
て
、
言
っ
た
ん
だ
。
」

「
な
ん
で
急
に
、
そ
ん
な
・
・
・
。
」

「
別
に
急
で
も
な
い
だ
ろ
。
付
き
合
い
始
め
て
も
う
６
カ
月
。
ど
っ
ち
か
っ
て

い
う
と
、
少
し
遅
い
く
ら
い
だ
ろ
。
」

「
で
も
・
・
・
。
ほ
ん
と
に
い
い
の
か
よ
？
俺
な
ん
か
で
・
・
・
。
」

俺
が
そ
う
言
う
と
、
翔
瀏
は
振
り
返
り
、
俺
の
ほ
う
へ
近
づ
い
て
き
た
。

「
な
に
い
っ
て
ん
だ
よ
。
・
・
・
お
前
じ
ゃ
な
き
ゃ
・
・
だ
め
な
ん
だ
・
・
・
。

」そ
う
言
っ
た
翔
瀏
は
、
そ
っ
と
俺
を
抱
き
よ
せ
・
・
・
キ
ス
を
し
た
。

「
・
・
・
ん
、
ゃ
ん
・
・
・
。
」

［
ち
ゅ
く
・
・
・
ぴ
ち
ゃ
・
・
・
］

「
ぁ
・
・
・
か
・
・
・
け
る
ぅ
…
ん
ん
」

俺
が
名
前
を
呼
ぶ
と
、
翔
瀏
は
唇
を
離
し
、
俺
の
顔
を
覗
き
込
ん
だ
。

「
な
に
？
」

「
あ
、
あ
の
さ
・
・
・
立
っ
て
ら
れ
な
い
・
・
・
。
」

「
・
・
・
ぅ
ん
。
」

軽
く
頷
い
た
翔
瀏
は
、
俺
を
、
横
に
あ
る
椅
子
に
座
ら
せ
た
。

俺
た
ち
が
い
る
の
は
、
最
前
列
だ
っ
た
か
ら
、
俺
が
座
っ
た
前
の
床
に
、
翔
瀏

は
膝
を
つ
い
た
。

「
こ
れ
で
大
丈
夫
？
」

「
う
ん
、
あ
り
が
と
。
」

「
・
・
・
ね
ぇ
奨
。
」

「
ん
？
な
に
？
」

「
・
・
・
フ
ェ
ラ
、
し
て
い
い
？
」

「
え
っ
！
？
・
・
・
あ
、
ぅ
ん
・
・
・
。
」

「
あ
り
が
と
・
・
・
。
」
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そ
う
言
っ
た
翔
瀏
は
、
そ
っ
と
俺
の
ジ
ャ
ー
ジ
の
中
に
手
を
入
れ
、
既
に
硬
く

起
ち
切
っ
て
い
る
俺
の
モ
ノ
を

そ
っ
と
取
り
出
し
た
。

「
・
・
・
！
俺
の
キ
ス
で
、
感
じ
て
く
れ
た
ん
だ
・
・
・
う
れ
し
い
。
」

そ
う
言
っ
て
笑
っ
た
翔
瀏
は
、
俺
の
モ
ノ
に
口
を
近
付
け
、
ゆ
っ
く
り
と
舌
を

這
わ
せ
た
。

「
・
・
っ
、
あ
ぁ
っ
！
・
・
・
ん
ん
、
か
・
・
け
る
ぅ
・
・
・
。
」

「
奨
、
気
持
ち
い
？
」

「
ぁ
ん
っ
、
ぅ
ん
。
・
・
・
き
・
・
も
ち
・
・
・
。
」

俺
が
そ
う
答
え
る
と
、
翔
瀏
は
嬉
し
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
、
い
ま
ま
で
舐
め

て
い
た
俺
の
モ
ノ
を
、

そ
っ
と
口
に
含
ん
だ
。

「
あ
っ
！
や
っ
・
・
・
だ
っ
、
め
・
・
・
。
」

［
じ
ゅ
ぷ
っ
、
じ
ゅ
ぱ
っ
・
・
・
］

「
ん
ん
っ
・
・
・
や
ぁ
・
・
・
。
ィ
、
イ
く
ぅ
・
・
・
。
」

「
い
い
よ
、
イ
っ
て
。
・
・
・
飲
み
干
し
て
あ
げ
る
！
」

そ
う
言
う
と
同
時
に
、
翔
瀏
は
、
俺
の
モ
ノ
を
強
く
吸
い
上
げ
、
上
下
に
入
れ

た
り
抜
い
た
り
を
繰
り
返
し
た
。

「
や
ぁ
ん
っ
！
・
・
・
だ
め
ぇ
っ
、
は
・
・
や
い
ぃ
っ
・
・
・
！
」

翔
瀏
が
最
後
に
強
く
吸
い
上
げ
る
と
、
俺
は
呆
気
な
く
精
を
吐
き
出
し
た
。

「
・
・
・
ん
ぅ
っ
！
・
・
・
は
ぁ
。
」

「
ん
っ
・
・
・
ゴ
ク
ン
ッ
・
・
・
。
」

な
ん
と
翔
瀏
は
、
有
言
実
行
！
と
ば
か
り
に
、
俺
の
吐
き
出
し
た
精
液
を
、
喉

を
鳴
ら
し
て
飲
み
込
ん
だ
。

「
・
・
・
！
ほ
っ
、
ほ
ん
と
に
飲
ん
だ
の
か
っ
！
？
」

「
な
に
？
」

「
だ
っ
て
・
・
・
き
、
汚
い
・
・
・
。
」

「
汚
く
な
い
よ
。
だ
っ
て
、
奨
の
だ
し
。
甘
く
て
旨
い
よ
。
」

「
な
っ
・
・
・
！
ん
な
わ
け
ね
ぇ
だ
ろ
。
」

そ
う
言
っ
て
赤
く
な
る
俺
を
見
て
、
薄
く
笑
っ
た
翔
瀏
は
、
そ
っ
と
俺
を
抱
き
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よ
せ
た
。

「
好
き
だ
よ
、
奨
。
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、
俺
の
心
に
、
黒
く
重
い
塊
が
落
ち
た
。

そ
の
塊
の
名
は

―
罪
悪
感
―

俺
は
唐
突
に
悲
し
く
な
っ
て
、
思
わ
ず
涙
を
流
し
て
し
ま
っ
た
。

「
！
ど
っ
、
ど
う
し
た
奨
？
ど
っ
か
痛
い
か
？
・
・
・
俺
の
こ
と
・
・
・
嫌
い

か
？
」

「
ち
が
っ
・
・
う
。
そ
ぅ
じ
ゃ
な
・
・
・
く
て
。
お
、
れ
・
・
・
ご
め
っ
・
・
・

。
」

「
・
・
・
？
」

「
俺
、
寝
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
・
・
・
。
」

「
ん
？
」

「
俺
、
蒐
一
・
・
・
鎖
昏
先
生
と
、
寝
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
・
・
・
。
」

「
・
・
・
な
っ
！
う
そ
だ
よ
な
・
・
・
？
」

「
ほ
ん
と
・
・
・
。
ご
め
ん
、
翔
瀏
・
・
・
。
」

俺
が
謝
る
と
、
翔
瀏
は
俯
き
、
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
翔
瀏
・
・
・
ん
！
」

翔
瀏
の
様
子
を
訝
り
、
顔
を
覗
き
込
ん
だ
俺
の
顎
を
掴
み
、
翔
瀏
は
強
引
に
キ

ス
を
し
た
。

「
ん
ん
っ
・
・
・
ぁ
ふ
っ
、
ん
く
っ
・
・
・
や
ぁ
っ
！
」

驚
い
た
俺
は
、
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
が
、
伸
ば
し
た
そ
の
手
を
掴
ま
れ
、

逆
に
椅
子
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
、
身
動
き
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

「
ん
ん
ぅ
っ
！
」

ぴ
っ
た
り
と
合
わ
さ
っ
て
い
る
唇
で
は
、
鼻
だ
け
の
呼
吸
で
は
間
に
合
わ
な
く

な
っ
て
、

俺
は
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ
た
。

「
・
・
・
ん
ん
っ
・
・
・
。
」

い
よ
い
よ
本
格
的
に
苦
し
く
な
り
、
意
識
が
途
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
き
つ

く
結
ば
れ
て
い
た
唇
が
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い
き
な
り
離
さ
れ
た
。

「
ん
ん
っ
・
・
・
、
は
っ
！
か
は
っ
・
・
・
は
ぁ
は
ぁ
は
ぁ
っ
・
・
！
」

急
激
に
入
り
込
ん
で
き
た
空
気
に
咽
せ
、
す
こ
し
荒
い
呼
吸
を
繰
り
返
す
俺
の

前
で
、
翔
瀏
は
、

た
だ
立
ち
尽
く
し
―
泣
い
て
い
た
―
・
・
・
。

「
・
・
・
、
か
・
・
け
る
？
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

そ
れ
を
見
た
俺
は
、
立
ち
上
が
り
、
翔
瀏
の
身
体
を
抱
き
よ
せ
、
そ
の
ま
ま
そ

っ
と
椅
子
へ
座
ら
せ
た
。

「
ご
め
ん
な
翔
瀏
。
俺
た
ち
、
付
き
合
っ
て
る
の
に
、
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
・
・
・

だ
め
だ
よ
な
。
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
・
・
別
れ
よ
う
。
」

「
っ
！
嫌
だ
っ
！
」

「
え
っ
！
」

「
別
れ
る
の
は
・
・
・
嫌
だ
。
奨
と
一
緒
に
い
た
い
・
・
・
。
」

驚
い
た
。
こ
ん
な
に
酷
い
事
を
し
た
の
に
、
そ
れ
で
も
翔
瀏
は
、
俺
と
一
緒
に

い
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。

俺
は
、
さ
っ
き
よ
り
強
く
、
そ
れ
で
い
て
優
し
く
、
翔
瀏
の
い
つ
も
よ
り
小
さ

く
見
え
る
身
体
を
、
そ
っ
と
抱
き
寄
せ
、
キ
ス
を
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。
で
も
俺
は
、
こ
れ
以
上
お
前
を
・
・
・
傷
つ
け
た
く
な
い
。

だ
か
ら
・
・
・
。
」

「
傷
つ
い
て
も
い
い
！
何
さ
れ
て
も
い
い
か
ら
！
・
・
・
そ
ば
に
い
て
・
・
・

奨
。
」

そ
の
瞬
間
俺
は
―
泣
い
た
―

「
・
・
・
あ
り
・
・
が
・
・
と
っ
・
・
・
ぅ
っ
・
・
・
。
」

泣
き
じ
ゃ
く
る
俺
を
、
翔
瀏
は
、
そ
っ
と
椅
子
へ
と
導
い
た
・
・
・
。

俺
た
ち
は
薄
暗
い
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
の
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―
闇
へ
と
　
沈
ん
だ
―
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第
６
章
：
そ
ば
に
い
て
・
・
・
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？

次
回
は
・
・
・
○
○
○
！
？
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第
７
章
；
求
性
（
前
書
き
）

互
い
の
想
い
を
確
か
め
合
っ
た
２
人
。

そ
し
て
・
・
・
。

第
７
章
　
こ
こ
に
解
禁
！

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
で
す
。
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第
７
章
；
求
性

［
ち
ゅ
く
・
・
・
ぢ
ゅ
く
・
・
・
］

「
ん
っ
、
は
ぁ
っ
・
・
・
き
も
・
・
ち
ぃ
・
・
・
。
」

「
ん
っ
・
・
・
ん
っ
・
・
・
」

今
俺
は
・
・
・
翔
瀏
の
モ
ノ
を
銜
え
て
い
る
。

あ
の
後
翔
瀏
は
、
自
ら
の
熱
く
滾
っ
た
モ
ノ
を
出
し
、
椅
子
の
背
凭
れ
を
掴
み
、

俺
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
た
。

俺
は
、
翔
瀏
の
ソ
レ
を
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
口
に
含
ん
で
扱
い
た
。

俺
が
翔
瀏
の
モ
ノ
を
扱
い
て
い
る
と
、
翔
瀏
は
俺
の
モ
ノ
を
掴
み
、
扱
き
だ
し

た
。

「
ん
っ
・
・
・
や
ん
っ
・
・
・
そ
っ
、
そ
こ
ぉ
・
・
・
い
ぃ
・
・
・
イ
ク
っ
・
・

・
し
ょ
う
ぉ
っ
！
」

「
ん
ん
っ
！
・
・
・
ぁ
あ
っ
・
・
・
！
」

翔
瀏
は
、
俺
の
口
と
顔
に
自
分
の
精
液
を
吐
き
出
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
俺
も
、
翔
瀏
の
手
を
濡
ら
し
た
。

「
ん
は
っ
・
・
・
、
翔
瀏
の
・
・
・
熱
い
・
・
・
！
」

「
ご
め
ん
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
、
我
慢
・
・
・
で
き
な
く
て
・
・
・
。
」

「
ん
っ
、
で
も
・
・
い
い
よ
。
・
・
・
旨
い
し
な
。
」

そ
う
言
い
な
が
ら
俺
は
、
顔
に
付
い
た
精
液
を
手
で
拭
い
な
が
ら
舐
め
取
っ
た
。

「
ん
、
奨
の
も
や
っ
ぱ
旨
い
よ
・
・
。
」

そ
う
言
い
な
が
ら
翔
瀏
は
、
手
に
付
い
た
俺
の
精
液
を
舐
め
た
。

「
・
・
・
ね
ぇ
、
翔
瀏
。
」

「
ん
ん
？
な
に
、
奨
。
」

「
ま
だ
・
・
・
終
わ
ら
な
い
よ
な
・
・
・
。
」

「
・
・
・
。
何
言
っ
て
ん
だ
よ
・
・
・
終
わ
ら
せ
ね
ぇ
よ
！
」

「
ん
っ
、
あ
ふ
っ
・
・
・
。
」

「
な
ぁ
、
奨
。
入
れ
た
い
ん
だ
け
ど
、
い
い
？
」

「
・
・
・
当
た
り
前
だ
ろ
！
俺
だ
っ
て
・
・
・
お
前
が
欲
し
い
。
」
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そ
う
言
っ
た
俺
は
、
そ
っ
と
目
を
閉
じ
た
。

そ
う
し
て
俺
た
ち
は

―
さ
ら
に
　
奥
を
求
め
た
―
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第
７
章
；
求
性
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

次
回
も
お
楽
し
み
に
！
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第
８
章
：
残
り
香
と
揺
心
（
前
書
き
）

更
に
互
い
の
奥
を
求
め
た
２
人
は
・
・
・
。

第
８
章
解
禁
！

Ｂ
Ｌ
で
す
。

ア
ダ
ル
ト
で
す
。
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第
８
章
：
残
り
香
と
揺
心

「
・
・
・
ぅ
く
っ
！
だ
っ
・
・
・
め
・
・
・
、
痛
い
ィ
・
・
・
！
」

「
大
丈
夫
。
ゆ
っ
く
り
や
る
か
ら
。
」

俺
は
今
、
翔
瀏
の
指
で
、
後
ろ
を
弄
ら
れ
て
い
る
。

濡
ら
さ
な
い
ま
ま
で
指
を
入
れ
た
か
ら
、
俺
は
痛
く
て
堪
ら
ず
、
声
を
あ
げ
て

し
ま
っ
た
。

泣
き
眼
に
な
る
俺
を
よ
そ
に
、
翔
瀏
は
俺
の
敏
感
な
と
こ
ろ
を
探
し
な
が
ら
、

更
に
奥
へ
と
指
を
進
め
た
。

「
あ
あ
ぁ
・
・
・
だ
め
・
・
・
。
濡
ら
し
て
な
い
の
に
ぃ
～
・
・
・
。
」

「
・
・
・
わ
か
っ
た
よ
。
じ
ゃ
ぁ
濡
ら
し
て
あ
げ
る
か
ら
。
」

そ
う
言
う
と
翔
瀏
は
、
一
気
に
指
を
引
き
抜
い
た
。

「
あ
う
っ
！
っ
・
・
・
。
」

「
す
ぐ
良
く
な
る
・
・
・
。
」

そ
う
、
耳
元
で
囁
い
た
翔
瀏
は
、
い
き
な
り
俺
の
腰
を
高
く
持
ち
上
げ
た
。

「
っ
！
な
に
！
？
」

驚
い
て
い
る
俺
を
よ
そ
に
、
翔
瀏
は
、
後
ろ
へ
顔
を
近
づ
け
・
・
・
舐
め
た
。

「
！
や
っ
・
・
・
、
汚
い
っ
て
、
や
め
ろ
・
・
・
。
」

「
い
い
か
ら
、
黙
っ
て
ろ
。
」

そ
う
言
う
と
翔
瀏
は
、
再
び
後
ろ
に
舌
を
這
わ
せ
た
。

［
ぴ
ち
ゃ
っ
・
・
・
ぴ
ち
ゅ
っ
・
・
・
」

「
や
ん
っ
・
・
・
だ
め
・
・
・
。
」

汚
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
俺
は
、
翔
瀏
の
巧
み
な
舌
使
い
に
感
じ
て
、
甘
い
声

を
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

［
ぴ
ち
ゃ
っ
・
・
・
っ
ぷ
っ
・
・
・
］

「
ぁ
っ
！
」

翔
瀏
は
い
き
な
り
、
ほ
ぐ
れ
て
き
た
後
ろ
に
、
舌
を
差
し
入
れ
て
き
た
。

「
だ
っ
・
・
・
だ
め
、
そ
れ
・
・
・
い
や
ぁ
・
・
・
！
」

嫌
が
り
暴
れ
る
俺
を
も
の
と
も
せ
ず
、
翔
瀏
は
よ
り
深
く
、
舌
を
進
め
て
き
た
。
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「
く
ぅ
・
・
・
ん
ぁ
っ
・
・
・
も
ぅ
。
」

俺
は
、
い
つ
ま
で
も
焦
ら
し
て
い
る
翔
瀏
の
行
為
に
我
慢
で
き
な
く
な
り
、

翔
瀏
の
頭
を
掴
み
、
顔
を
上
げ
さ
せ
た
。

「
も
ぅ
・
・
・
い
い
か
ら
。
・
・
・
は
や
く
・
・
・
い
れ
ろ
よ
・
・
・
。
」

「
で
も
、
痛
い
の
嫌
だ
ろ
？
」

「
ん
、
大
丈
夫
だ
か
ら
。
は
や
く
・
・
・
お
前
を
感
じ
た
い
か
ら
。
」

「
可
愛
い
事
言
う
じ
ゃ
ん
・
・
・
。
」

翔
瀏
は
、
軽
く
笑
っ
て
、
身
体
を
倒
し
た
。

「
気
持
ち
良
く
し
て
や
る
よ
、
奨
。
・
・
・
愛
し
て
る
。
」

そ
う
囁
い
た
翔
瀏
は
、
俺
の
後
ろ
に
自
分
の
モ
ノ
を
あ
て
が
い
、
ゆ
っ
く
り
差

し
込
ん
で
き
た
。

「
ぁ
う
ん
っ
！
」

「
ん
っ
・
・
・
。
」

［
ズ
プ
ン
ッ
・
・
・
」

「
や
ぁ
ぁ
っ
・
・
・
！
」

「
く
ぅ
っ
・
・
・
！
」

［
ド
ク
ッ
・
・
・
］
［
ビ
ュ
ク
ッ
・
・
・
］

「
は
ぁ
は
ぁ
っ
・
・
・
。
」

「
は
ぁ
は
ぁ
っ
・
・
・
。
大
丈
夫
か
？
」

「
ぅ
ん
・
・
・
。
」

翔
瀏
は
俺
の
上
に
倒
れ
こ
ん
だ
。

俺
た
ち
は
、
共
に
荒
い
息
を
継
い
だ
。

し
ば
ら
く
そ
う
し
て
抱
き
あ
っ
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
身
体
を
離
し
た
。

「
・
・
・
ん
ん
っ
！
」

「
く
ぅ
っ
・
・
・
。
」

［
ズ
ル
ン
ッ
・
・
・
］

翔
瀏
の
が
抜
け
た
瞬
間
、
熱
い
液
体
が
後
ろ
か
ら
溢
れ
た
の
が
わ
か
っ
た
。

「
ん
ん
っ
・
・
・
。
あ
っ
・
・
・
つ
い
ぃ
。
」

「
か
わ
い
い
よ
、
奨
。
」

「
い
い
か
ら
・
・
・
、
そ
こ
ど
い
て
。
」
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「
は
い
は
い
。
」

翔
瀏
を
ど
か
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が
っ
た
俺
は
、
片
づ
け
を
は
じ
め
た
。

「
ね
ぇ
奨
。
お
前
、
部
活
行
っ
て
い
い
ぞ
。
俺
片
づ
け
と
く
か
ら
。
」

「
え
、
い
い
の
か
？
」

「
あ
あ
。
ど
う
せ
う
ち
の
部
、
走
る
だ
け
だ
し
。
」

「
じ
ゃ
ぁ
、
後
頼
ん
だ
わ
。
」

「
あ
あ
。
ま
た
な
。
」

「
お
う
。
」

そ
う
し
て
出
口
に
向
か
う
奨
の
背
中
に
、
翔
瀏
は
声
を
か
け
た
。

「
奨
。
」

「
ん
？
」

「
俺
・
・
・
好
き
だ
か
ら
、
お
前
の
こ
と
。
何
が
あ
っ
て
も
、
愛
し
て
る
か
ら
。

」「
・
・
・
あ
あ
。
」

奨
は
、
そ
れ
だ
け
言
う
と
、
出
て
行
っ
た
。

「
・
・
・
本
気
だ
か
ら
な
。
」

俺
は
気
持
ち
を
切
り
変
え
て
、
自
分
た
ち
の
飛
ば
し
た
精
液
を
拭
く
作
業
に
は

い
っ
た
。

そ
ん
な
少
年
た
ち
の
、
揺
ら
ぐ
気
持
ち
を
知
る
の
は

―
微
か
な
残
り
香
の
漂
う
　
薄
暗
い
部
屋
だ
け
だ
っ
た
―
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第
８
章
：
残
り
香
と
揺
心
（
後
書
き
）

ど
う
で
す
か
。

ま
た
ど
う
ぞ
。
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第
９
章
：
優
し
さ
・
・
・
（
前
書
き
）

・
・
・
超
久
し
ぶ
り
の
投
稿
で
す
。
（
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
名
使
え
な
く
な
っ
て
た
；

；短
め
で
す
か
ね
・
・
？
ｗ

※
Ｂ
Ｌ
で
す
。
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第
９
章
：
優
し
さ
・
・
・

「
・
・
・
ふ
ぅ
。
な
ん
か
俺
っ
て
・
・
・
優
柔
不
断
じ
ゃ
ね
ぇ
？

二
股
か
け
て
る
し
、
本
命
ど
っ
ち
か
わ
か
ん
ね
ぇ
し
・
・
・
ん
？
だ
か
ら
二
股

な
の
か
？

・
・
・
っ
て
、
も
ぅ
わ
け
わ
か
ん
ね
ぇ
っ
！
」

「
何
が
わ
け
わ
か
ん
ね
ぇ
ん
だ
？
」

「
ぇ
っ
！
そ
ぅ
っ
・
・
・
鎖
昏
先
生
っ
！
」

「
よ
ぅ
、
ど
こ
行
っ
て
た
ん
だ
、
奨
。
お
前
来
な
い
と
、
ノ
ッ
ク
が
つ
ま
ん
ね

ぇ
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
」

「
え
っ
、
あ
っ
す
い
ま
せ
ん
！
ち
ょ
っ
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
・
・
・
。
」

「
ん
？
い
ろ
い
ろ
っ
て
な
ん
だ
？
」

「
え
っ
・
・
・
あ
っ
、
そ
の
っ
・
・
そ
れ
は
、
え
っ
と
・
・
・
・
。
」

「
ま
さ
か
、
他
の
奴
と
ヤ
っ
て
た
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
だ
ろ
う
な
ぁ
？
ん
ん
？
」

「
・
・
・
っ
！
・
・
・
・
・
・
」

「
ほ
ん
と
な
の
か
よ
・
・
・
？
」

「
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
。
」

「
・
・
・
は
ぁ
、
謝
ん
な
く
て
い
い
よ
。
ど
う
せ
翔
瀏
だ
ろ
？
」

「
・
・
・
う
ん
。
」

「
そ
れ
な
ら
い
い
よ
。
彼
氏
な
ん
だ
し
な
。
」

「
！
お
こ
ん
ね
ぇ
の
？
」

「
怒
る
わ
け
ね
ぇ
だ
ろ
。
・
・
・
好
き
な
奴
、
怒
れ
る
か
よ
。
」

［
チ
ュ
ッ
・
・
・
］

「
ん
っ
・
・
・
。
あ
り
が
と
な
。
」

「
ほ
ら
、
行
く
ぞ
！
」

「
あ
ぁ
っ
！
」

俺
は
蒐
一
の
そ
の
優
し
さ
に
罪
悪
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、

彼
に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
笑
顔
を
作
っ
て
、
蒐
一
の
手
を
つ
か
ん
で
立
ち

上
が
っ
た
。
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そ
う
し
て
俺
た
ち
は
、
グ
ラ
ン
ド
へ
足
を
向
け
た
。
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第
９
章
：
優
し
さ
・
・
・
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？

短
い
上
に
内
容
が
な
い
で
し
ょ
・
・
・
。

す
ん
ま
せ
ん
ｗ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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